緑葉に於けるプテリジン誘導体の生合成 by Suzuki, Yuzuru











学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
研 究 科 ･専 攻
学位 論文 題 目
鈴 木 譲
すず き ゆずる
農 学 博 士
農 博 第 70 号
昭 和 41年 9月 27日
学 位 規 則 第 5条 第 1項 該 当





論文 調査 委員 教 授 蒲 田 久 輝 教 授 三 井 哲 夫 教 授 緒 方 浩 一
論 文 内 容 の 要 旨
本論文はビタミン B 2 および 6-methy1-7-hydroxy-8-ribitylumazine(Ⅴ物質) の生成機構と両生成
系の代謝上の相互関係, 並びに合成プテリジンを用い, dihydropteroicacidの生合成系を兄い出し, 本
系を通じ 2-amino-4-hydroxy-6-substituted-pteridineのグアノシン誘導体からの生成機構の解明につ
とめた研究結果を論述したものである｡
著者は 6,7-dimethy1-8-ribitylumazine(G物質, 緑色蛍光物質) のp- キノンによるⅤ物質の化学的
生成反応を発見し, その分光学的, 速度論的解析の結果, 脱水素的脱メチル化反応で, 他のプテリジンで
は反応せずG物質の特殊な構造に由来するものと考えた｡ さらに上記の反応が polyphenoloxidase系と
共役し容易にⅤ物質を生成すること, および生化学的Ⅴ物質生成の諸現象を再現することにより inuiuo





GMP(orguanosine)- - ･ ･- - --GDP(orGTP)- - - - - - ･-2-amino-4-hydroxy-6-(D-erythro-






2-amino-4-七ydroxy-6-substituted一dihydropteridineの構造に関 し検討 しているo すなわち alcohol
dehydrogenaseの活性に対する dihydropteridineの効果と, NMRの解析により Na2S204還元により
-825-
得られる dihydropteridineは 7,8-dihydroform であることを明らかにしている｡




ビタミン B2 の緑葉における生合成機構は京大農学部栄養化学研究室において, ほとんど完全に解明さ
れた｡ すなわち B2 の前駆体, G物質を緑葉中に兄い出し(1959年), 単離精製同定を行ない, 嫌気条件下
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